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事業種目  林道整備事業 事業採択年度 H1  現 計 画 再評価時点  

着工年度 H1 総事業費 約９億円 約５億円
事 業 名 市町営森林管理道開設事業 

再評価年度 H10 内用地補償費 ０億円 ０億円

事業区間  福岡作山線 完成予定年度 H20 H20

所 在 地  美方郡村岡町福岡～美方郡村岡町作山 
進 捗 率 
(内用補進捗率) 

70％(－％） 43％(－％）

事 業 の 目 的 事 業 内 容 
 木材生産、林業振興のみならず、水源かん養、山地
保全、環境保全、保健文化など森林の多面的機能の持
続的発揮や山村地域の活性化・振興を図ることを目的
として整備する。  
 事業主体：村岡町 

林道整備：延長6,200m［残延長1,923m］ 
     幅員4m 
負担割合：国50%、県1%、町49%  

進捗状況 

 H1年度に着手し、再評価時(H10年度)の完成延長は約2.3㎞であった。再評
価後に工区を新設したことからH15年度までの5年間で2㎞を完成し、合わせて
約4.3㎞（全延長の約69%）が供用開始となる見込みである。        
 H11～13年度に実施した区間において、地形が急峻で土質が悪く、地すべり
地形の箇所があったため土工量及び構造物等が増大した。残計画区間も同様の
変更が必要となり事業費増額（約4億円）となった。           
 今後は路肩幅の縮小などによる事業コストの縮減を一層進めるとともに、構
造物の既製品化による省力化や工期短縮の取り組みを進め、当初の予定どおり
H20年度に事業完了させる予定である。 

評価視点 評価結果の説明 

  

 (1)必要性  

          
          
          
          
          
          
          
 (2)有効性・効率性 

  

 (3)環境適合性  

          

          

           

 (4)優先性 

 再評価時に村岡町公共事業評価監視委員会意見として森林資源の有効活用
と更なる森林・林業の振興を図ることとされたが、当地は過疎地域であり、再
評価実施以後も林業従事者の減少、高齢化が進み木材価格が低迷している。 
 このような状況の中、森林整備の重要性がますます高まっており、過疎地域
における今後の森林整備は高性能林業機械の導入や林業従事者の通勤時間短
縮など生産性の向上や労働環境の改善を図ることが不可欠である。また、森林
整備の促進により森林の多面的機能を発揮させるため、引き続き本林道の継続
整備が必要である。 

 当路線の費用便益比Ｂ／Ｃ＝１．７８であり事業効果が期待できる。また、
地元からも早期開通の要望が強く、町の事業実施体制も整っている。 

 地形に沿った波形ルートを採用し地形の改変を最小限に抑え、間伐材の積
極的な利用を図っている。また、林道の整備にあわせ森林整備を進めること
によって森林の持つ多面的機能の発揮を図っている。 

 林道利用区域の森林整備は緊急かつ重要な課題になっており、再評価時に
村岡町公共事業評価監視委員会から早期完成を目指すよう意見されている。
森林の多面的機能の発揮、地域の活性化や作山集落の県道通行不能時の避難
路確保のため、本林道を優先実施する必要がある。 

 

再  々
評価 
の結果 

 継続妥当 左の 
理由 

 上記理由により、事業継続が妥当である。 

 

 


